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観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和６年７月２２日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するもの

を○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり

法人の名称 

（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会 

マネジメント・

マーケティング

対象とする区域 

大阪府泉佐野市 

所在地 大阪府泉佐野市上町３―８－１２ 泉佐野まち処２階 

設立時期 ２０１５年３月２３日 

事業年度 ４月１日から翌年３月３１日までの１年間 

職員数 ２５人【常勤２５人（正職員２１人・出向等４人）】 

代表者（トップ

人材：法人の取

組について対外

的に最終的に責

任を負う者） 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

河原 千晶 

（犬鳴山温泉不動口館） 

 

犬鳴山温泉の温泉旅館「不動口館」の経営者ととも

に、泉佐野市内において、観光による地域活性化に

大きく尽力。 

データ分析に基

づいたマーケテ

ィングに関する

責任者（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マ

ーケティング・

オフィサー 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

根田 健一【専従】 

（出身組織名） 

（株）JTB 

（一社）仁淀ブルー観光協議

会 

（株）JTBにて２９年間勤務。法人営業全般に関

わる国内勤務を経た後、１２年間はグローバル事

業に従事し、海外駐在員としてアウトバウンド事

業（≒訪日インバウンド事業）に携わる。営業、

プロモーション、組織運営において経験とスキル

を持つ。現職以前は、高知県の地域連携 DMOに所

属し、DMO推進についての知見を蓄積している。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシ

ャル・オフィサ

ー） 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

森川  武  

（出身組織名） 

南海電気鉄道（株） 

広報・ＩＲ業務に長年にわたり従事してきたこと

から、ⅮⅯＯのＣＦＯとして適任。また、自主財

源確保について多方面での関係者との調整力を有

する。 
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各部門（例：プ

ロモーション）

の責任者（専門

人材） 

※各部門責任者

のうち専従の者

については、氏

名の右横に「専

従」と記入する

こと 

（氏名） 

根田 健一【専従】 

（出身組織名） 

（株）JTB 

（一社）仁淀ブルー観光協議

会 

（株）JTBにて２９年間勤務。法人営業全般に関

わる国内勤務を経た後、１２年間はグローバル事

業に従事し、海外駐在員としてアウトバウンド事

業（≒訪日インバウンド事業）に携わる。営業、

プロモーション、組織運営において経験とスキル

を持つ。現職以前は、高知県の地域連携 DMOに所

属し、DMO推進についての知見を蓄積している。 

各部門（例：旅

行商品の造成･販

売）の責任者

（専門人材） 

 

（氏名） 

吉本 竜介 

（出身組織名） 

（株）ホテル日航関西空港 

ホテル日航関西空港から出向。ホテル業界にて長

年にわたり客室販売、調達部門にて経験を保有す

る。地域の観光事業者と密なコミュニケーション

を図り、インバウンド向け着地型商品の企画、開

発に尽力する。 

 

連携する地方公

共団体の担当部

署名及び役割 

 

大阪府泉佐野市 

生活産業部まちの活性課（泉佐野市観光協会） 

成長戦略室おもてなし課 

 

連携する事業者

名及び役割 

泉佐野市、泉佐野市観光協会 

KIX泉州ツーリズムビューロー、田辺熊野ツーリズムビューロー 

泉佐野商工会議所、泉佐野青年会議所 

泉佐野漁業協同組合、大阪泉州農業協同組合、大阪タオル工業組合 

 

 

 

官民･産業間･地

域間との持続可

能な連携を図る

ための合意形成

の仕組み 

（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会は、大阪府泉佐野市のツーリズ

ムを担う宿泊、交通、観光、商業に関連する事業者会員組織を基盤に、泉佐野市

職員を事務局に加えた形で、官民共同の DMOとして登録を受けた。その合意形成

プロセスにおいては、様々な会議体を適宜開催しており、以下が主な会議体であ

る。 

1. 三役会：当協議会の理事である会長、副会長による会議体で、理事会議案の

検討を行う。原則毎月開催。 

2. 理事会：宿泊、交通、観光、商業事業者の理事による会議体。 

原則毎月開催。 

3. 事業部会：各事業部の副会長理事が主催し会員が参加する会議体。 

原則毎月開催。 MICE誘致、観光誘客、シビックモールの 3事業部がある。 

 

 

地域住民に対す

る観光地域づく

りに関する意識

啓発・参画促進

の取組 

 

 

 

 

 

泉佐野市の機関である泉佐野市観光協会が担当。 
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法人のこれまで

の活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

・２０２３年ツーリズム EXPOジャパン大阪・関西出展 

大阪観光局が大阪府内の自治体や事業者をとりまとめた共同

出展ブースに参加し、観光素材の情報発信とともに、泉佐野

市の郷土芸能であるちぬうみ創生神楽の披露や北庄司酒造の

「荘の郷」、射手矢農園の玉ねぎスープの試飲コーナー、泉

州タオルの吸水実験等を行った。  

受入環境の

整備 

泉佐野市より観光案内所運営業務を受託。 

 

観光資源の

磨き上げ 

・２０２３年度着地型体験企画の OTA掲載と販売 

当協議会における自主事業の拡大を目的に、着地型商品の販

売を開始した。年度中に 8商品を造成し、アメリカ、オース

トラリア、台湾、香港、タイ、フィリピン等の各国での販売

実績を獲得できた。 

【定量的な評価】 

販売実績として以下商品を 55名に販売できた 

 

実施体制 

※地域の関係者

との連携体制及

び地域における

合意形成の仕組

みが分かる図表

等を必ず記入す

ること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

国内外観光客と農工商を含む地域事業者や地元関係団体のつなぐ中間支援機能と

して、地域経済の活性課と地域への誇りや愛着を醸成するための観光マーケティ

ングを推進する。 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

                    【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

●泉佐野市は、大阪市と和歌山市のほぼ中間に位

置し、一部が金剛生駒和泉国定公園に指定された

和泉山脈を擁し、美しい山河、緑あふれる恵まれた

自然環境にある。 

  

●商・工・農・漁業がバランスよく栄え、関西国際空

港の開港に伴う人口の増加とともに、商業・サービ

ス業が盛んになりつつある。 

 

●面積は約 56.51平方キロメートル、人口は約 10

万人。瀬戸内式気候に属し、気候は温暖で、比較的

降水量は少ない。 

 

●1994年 9月に開港した関西国際空港利用旅客

数の拡大にあわせてインフラの整備がなされた。最

近は LCC乗り入れとコロナ禍からの回復により中

国、韓国、台湾をはじめとするインバウンド旅客の

宿泊客は増えている。 

 

●ホテルの新設が相次いでおり、世界と日本を結ぶ玄関都市として、21世紀にふさわしい国際都市を目指した、

まちづくりに取り組んでいる。 

 

【区域設定の考え方】 

市域は「山間部」「中心市街地」「沿岸部」の概ね３つの地区に分類される。 

①山間部（犬鳴山～日根野） 

・犬鳴山温泉は大阪府唯一の温泉郷であり、秘境ムードが漂う。世界に一番近い温泉。 

・修験道発祥の地として知られる。 

・犬鳴山は「葛城修験 里人とともに守り伝える修験道はじまりの地」として 2020年に日本遺産に登録。 

・大木地区の農村景観は「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち-中世日根荘の風景-」として、2019年に日本 

遺産として登録。 

・国宝「慈眼院多宝塔」。 

・泉州を代表する酒蔵の１つである「北庄司酒造」。 

 

②中心市街地（南海電鉄泉佐野駅周辺） 

・江戸時代廻船業をはじめとする商業で栄え、その面影を残す下町の風情が残っている。 

・泉佐野駅西側（海側）に広がる「さの町場」は「北前船寄港地・船主集落」として 2020年に「日本遺産」に登録。 

 

③沿岸部（関西国際空港・りんくうタウンと佐野漁港） 

・関西国際空港に近い立地上、ホテルなどの宿泊設備も急速に増え、国内外多数の宿泊者を迎えている。 

・関西国際空港は、コロナ禍以前は LCC拠点として活況を呈した。 

・西日本最大級のショッピングエリアを形成する「りんくうタウン」。 

・ランドマークである「ゲートタワービル」は、あべのハルカスに次ぐ高さを誇る。 

・国際外来が整備されている「りんくう総合医療センター」を核とした国際医療ツーリズムの拠点。  

・ヨットやクルーズ船が係留された「いずみさの関空マリーナ」。 

・国際規格のメインリンク、カーリング場、観客席を備えた「関空アイスアリーナ」。 
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【観光客の実態等】 

・観光の目的地として訪れる人はまだ少ない中、多数の関西空港利用者が宿泊のため訪問している。 

・インバウンドに限定すると観光庁宿泊旅行統計調査（2018年 3月）によれば、近畿圏では大阪市、京都市に次

ぎ３位となっている。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

 

観光施設・スポット 商業施設 文化・歴史 スポーツ・イベント・体験 食・その他 

泉佐野漁協青空市

場 

りんくうプレミアム       

アウトレットモール 
３か所の日本遺産 

泉州 YOSAKOI          

ゑぇじゃないか祭 
泉州キャベツ 

関空展望ホール    

「Sky View」 
  ① 犬鳴山七宝龍寺 りんくう花火 水ナス 

北庄司酒造 
りんくうプレジャー

タウンシークル 
② 大木地区 KIX泉州国際マラソン 泉州たまねぎ 

犬鳴山温泉   ③ さの町場 泉佐野郷土芸能の集い 泉ダコ 

りんくう公園       

(恋人の聖地 LOVE 

RINKu) 

JA大阪泉州直売

所こーたり～な 
蟻通神社 

&全国物産フェア 

ガッチョ 

大井関公園   慈眼院 多宝塔 犬鳴山七宝龍寺での ワタリガニ 

マーブルビーチ   泉佐野ふるさと町屋館 修験道体験 はも 

    ちぬうみ創生神楽 泉佐野長者バル 鯛 

    衣通姫（そとおりひめ） 泉佐野ﾌｰﾄﾞﾂｰﾘｽﾞﾑ 赤舌 

      
ちぬうみ丼ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 犬鳴ポーク 

    祭り 関空アイスアリーナ 地場産業として 

    ① まくら祭り りんくうアイスパーク 泉州タオル 

    ② 布団太鼓   

 

    ③ 盆踊り     

    ④ たんじり・やぐら     
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【観光施設】 

●泉佐野漁業協同組合 青空市場 

・泉佐野漁港の屋内施設で軒を連ね、大阪湾を中心に漁獲された新鮮な魚介類を小売りする店の通り名。 

・市民はもちろん車やバスによる遠方からの訪問者で連日にぎわっている。 

 

●北庄司酒造店 

・本市内唯一の酒蔵で「佳い酒を少しずつ」をモットーにした酒作りが特徴。 

・南部杜氏伝承の技で醸した「荘の郷」は、“軽ろ味”が特徴。 

 

●犬鳴山 

・大木の奥山不動谷を中心とする渓谷と峰一帯を総称する地名。  

・渓谷を中心に立地する寺院と修験道の施設の総称でもある。 

・毎年ゴールデンウイークの期間には修験者の大祭が行われる。 

・大阪府内とは思えないほど満点の星空を楽しむことができる。 

・春先や夏場はバーベキューが可能なため、多くの人で賑わっている。 

  

【商業施設】 

●りんくうプレミアム・アウトレット 

・りんくうタウン内に位置し、国内外のブランド約 250店舗が揃う関西最大級のアウトレットセンター。 

・ＪＲ・南海「りんくうタウン駅」から徒歩約 6分の距離のため、車だけでなく電車でのアクセスが良好。 

・令和 2年 8月に大規模な拡張工事が行われた。 

 

●りんくうプレジャータウンシークル 

・関空の対岸 海を望む開放感にあふれた買い物も遊びも楽しめる複合商業施設。 

・関西空港を望む高さ 85ｍの大観覧車がシンボル。 

・ショッピングや飲食をはじめ温浴施設やボウリング場などのレジャー施設も充実。 

 

【自然及び文化・歴史】 

●りんくう公園 

・眺望がよく、散歩やデートに最適なスポットとなっている。 

・休憩所もあり白い大理石の玉石を敷き詰めたマーブルビーチは全長 2.8キロメートル。 

・ロックガーデン風散歩道や四季折々の花、サンセットが人気。 

・インバウンド観光客や若者をターゲットとした SNS映えするモニュメント「LOVE RINKU」を設置。 

 

●日本遺産「日根荘大木の農村景観」 

・大木地区は、領主の九条政基が 1501年から 4年間滞在。 

・『政基公旅引付（まさもとこうたびひきつけ）』を記した舞台。 

・現在の風景を構成するため池や水路、農地などは、その多くが中世の日根荘に由来している。 

・豊かな景観が広がり、歴史的変遷をたどることができる重要な地域である。 

・2013年 10月に大阪府初の「重要文化的景観」に選定。 

・2019年 5月に「日本遺産」に認定された。 

 

●さの町場と泉佐野ふるさと町屋館（旧新川家住宅） 

・古くは熊野詣（くまのもうで）の街道町としてにぎわった。 

・江戸時代には漁業、廻船業、醸造業、綿織物業などにより独自の町人文化を開花させた地域。 

・泉佐野ふるさと町屋館は、江戸中期の町屋を保存され、当時の建築様式を伝える貴重な文化財。 

・2020年 6月、『荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～』として、    

「日本遺産」に追加認定された。 
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●犬鳴山七宝瀧寺 

・犬鳴山中にある真言宗犬鳴派本山。 

・役行者の開基と伝えられ、本尊は役行者の作と伝わる倶利伽羅不動明王。  

・元山上とも呼ばれる葛城修験道の古い霊場で、斉明天皇のころに鎮護国家・五穀豊穣の祈願を修めるため 

役行者によって開かれたとされている。  

・天正年間に焼失するものの、江戸時代には再建され、現在葛城 28宿修験道場の根本道場として泉州地区 

一の霊場。 市指定美術工芸品など多くの修験道具が伝えられている。 

・2020年 6月に『「葛城修験」－里人とともに守り伝える修験道はじまりの地』として「日本遺産」に認定。 

 

●蟻通（ありとおし）神社 

・長滝地区にあり、『紀貫之家集』『枕草子』などにも名前が見られる古社。 

・社伝によると 158(孝元 57)年ごろの創建とあり、祭神は大巳貴命（おおなむちのみこと）、蟻通大明神で、 

春日神社のほか７社の末社を有している。  

・かつては長滝北辺松屋にあり、熊野街道にそって鎮座していたが、1942(昭和 17)年に現在地に移転。 

・本殿は一間社春日造、屋根は桧皮葺（ひわだぶき）、軒唐破風を持つ様式。 

・慶長 12年と刻まれた石灯籠（いしとうろう）や岡部侯献納の絵馬、三十六歌仙の額、舞殿などがある。  

・紀貴之ゆかりの冠の淵や謡曲『蟻通』、棄老（きろう）にまつわる蟻通伝説でも知られる。 

・近年「ありとほし薪能」が舞殿を活用して公演され、人気を博している。 

 

●慈眼院 多宝塔（国宝） 

・石山寺、高野山金剛三昧院と並ぶ日本三名塔の一つ。 

・1271（文永 8）年に再建されたものといわれ、現存の多宝塔の中でも最小ながら優美な作として有名。  

・国宝建築物に指定されている。  

・3間 2層、高さ 10.5 メートル、下層の方形と上層の円形の対比がすぐれ、屋根は桧皮葺で相輪がたっている。 

 

【スポーツおよびイベント】 

●泉州 YOSAKOIゑぇじゃないか祭り（集客規模約７万人） 

・地域活性化と新しい文化の創造、そして空港都市として各国の人々との交流に寄与することを目的。 

・「人を元気に！地域を元気に！泉州から日本を元気に！」 がテーマの大規模なよさこいイベント。 

 

●りんくう花火（集客規模約５万人） 

・市民有志・若者の集まりから発生した地域の花火イベント。 

・近隣の市民、団体の寄付によって開催されている。 

 

●関空アイスアリーナ 

・2019年 12月 25日、オープニングセレモニー&エキシビジョンを開催。 

・国際スケート連盟の基準を満たした縦 60m×横 30mの広々としたリンク。 

・国際大会やアイススケート選手の練習場、MICE施設（約 3,000㎡の無柱空間）としての利用も可能。  

 

●りんくうアイスパーク 

・2019年 12月 25日、オープン。関空アイスアリーナに隣接。 

・豊かな緑とドッグランを擁した憩いの場（総面積 29,274㎡）。 

・2021年 10月に「りんくう野外文化音楽堂（屋外ステージ）」が竣工。 

 

●郷土芸能の集い＆全国物産フェア 

・佐野くどきをはじめとする伝統芸能の体験、泉佐野市特産品と特産品相互取扱協定を結ぶ自治体の 

 特産品の販売とＰＲ。 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

●宿泊施設 

・関西空港の発展・成長に伴い利用者の前後泊需要を取りこんできた。 

・泉佐野市内には約 4,200室のキャパシティを有している。 

・和歌山県境の山側は、大阪府唯一の温泉郷（犬鳴山温泉）があり、近年は温泉を体験したいインバウンド旅客

に人気が高い（以下代表施設のみ記述）。  

 

■関西空港島内 

1.ホテル日航関西空港（客室数 576） 

2.ファーストキャビン関西空港（客室数 153） 

 

■りんくうタウン沿岸部 

3.スターゲイトホテル関西エアポート（客室数 358） 

4.関西エアポートワシントンホテル（客室数 504） 

5.ザ・プレミアムホテル in りんくう（客室数 87） 

6.ハタゴイン関西空港（客室数 100） 

7.グランドゥース関西空港（客室数 66） 

8.変なホテル 関西空港（客室数 98） 

9.オディシススイーツ大阪エアポートホテル（客室数 260） 

10.OMO関西空港 by星野リゾート （客室数 700） 

 

■市中心部（泉佐野・日根野・井原の里） 

11.ベルビューガーデンホテル関西空港（客室数 185） 

12.関西泉佐野ファーストホテル（客室数 113） 

13.泉佐野センターホテル（客室数 187） 

14.シティホテル・エアポートインプリンス（客室数 80） 

15.関空温泉ホテルガーデンパレス（客室数 63） 

16.ホテルニューユタカ（客室数 72） 

17.シティホテルユタカ（客室数 18） 

18.関空ホテルサンプラスユタカ（客室数 86） 

19.ホテルシーガル（客室数 63） 

20.ホテルアストンプラザ関西空港（客室数 125） 

21.レフ関空泉佐野 by ベッセルホテルズ （客室数 222） 

 

■犬鳴山温泉郷 

21.み奈美亭（旅館）（客室数 18） 

22.不動口館（旅館）（客室数 10） 
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【利便性：区域までの交通、域内交通】 

＜泉佐野市への鉄道でのアクセス＞      
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＜泉佐野市への車でのアクセス＞ 
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＜いずみさのコミュニティバス（月～土曜日運行＞ 
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＜いずみさの観光周遊バス（日・祝日運行）＞ 
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【りんくうタウン整備計画】  

① 関西広域周遊観光ヘリポート事業 

② ホテル建設計画 2カ所 

③ 複合コンベンション施設整備計画 

 

【外国人観光客への対応】 

本市では、訪日外国人受入環境整備の重要性を鑑み、以下の観光案内所を運営している。 

インバウンド顧客を中心に、観光情報の発信や地域の物産品販売を展開。 

（2018年 7月より、当協議会が泉佐野市受託事業として下記 2 カ所を運営） 

 

① 観光交流プラザ「りんくう まち処(どころ)」 

観光等の情報発信と外国人旅行者との交流の拠点として、また特産品や地場産品のＰＲ・販売を行うため、

2012年 12 月 1 日にオープン。 

 

・場   所 ： 南海・JR りんくうタウン駅改札前  

・開館時間 ： 8:00～21:00（年末年始は一部変更） 

・休 館 日 ： 年中無休（施設点検日を除く） 

・電話番号 ： 072₋474‐2056 

・そ の 他 ： JNTOカテゴリー2 認定 

 

 

 

 

 

② 観光おもてなしプラザ 「泉佐野 まち処」 

2017 年 3 月、泉佐野駅上町商店街にオープン。増加するインバウンド観光客へのおもてなしと、 

地域内観光消費の向上を図っている。インバウンド対応の観光案内や、本市および特産品相互取扱

協定締結都市等の特産品を販売。 

 

・場   所 ： 泉佐野市上町 3丁目 8－12 

・開館時間 ： 13:00～21:00 

・休 館 日 ： 年中無休 

・電話番号 ： 072₋469‐0724 

・そ の 他 ： ＪNTOカテゴリー2 認定 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため 

DMO 必須 KPI 

観光案内所のまち処と市内宿泊施設

にてアンケート調査を実施 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため 

DMO 必須 KPI 

泉佐野市のデータを活用 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため DMO 必須 KPI 

観光案内所のまち処としない宿泊施

設にてアンケート調査を実施 

リピーター率 DMO 必須 KPI 観光案内所のまち処としない宿泊施

設にてアンケート調査を実施 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 自社商品の閲覧数と販売チャネルで

ある HP の実力把握のため 

Google Analytics, viator 

accelerate を月次定点観測 

観光案内所利用者数 

 

市内にある２つの観光案内所である

「まち処」の来店者データ蓄積 

来店者数を日次観測 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
泉佐野市では、新型コロナウイルス感染症の影響により従前の関西空港からの入国者数が大きく減少

した時期を経て、生活様式も大きく変化した。今後は、国内外の旅行客が安心して観光を楽しむこと

が出来るよう、地域が一体となって受け入れ環境の整備を行っていくことが重要と考えている。当市

の観光産業の持続可能な発展に向けて注力すべき観点は、①観光を担う組織体制の強化、②コンテン

ツやプロダクトの整備、③観光人材の育成、④情報発信・プロモーションの強化が挙げられる。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・海と山があり、自然を楽しめる環境 

・関西空港の対岸というゲート都市と 

 アクセスの良さ 

・大規模アウトレットが空港近接地にある 

・３つの日本遺産：「中世日根野荘の風景」 

 「北前船寄港地」「葛城修験」 

・市民活動が活発で住民が積極的 

・事業者連携により街全体の盛り上げが可能 

弱み（Weaknesses） 

・関西空港対岸都市としての認知度不足 

・観光スポットの認知度不足 

・タビナカでの情報提供手段がない 

・日帰りや通過が中心の来訪者 

・宿泊客を取り切れていない 

・Webマーケティング力 

・HPの訴求力 

・Web上の観光情報が分散し一元化されて 

 いない 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・国内外旅行者の需要回復 

・EXPO2025大阪・関西万博 

（2025年 4～10月） 

・JR大阪デスティネーションキャンペーン 

（2025年 4～6月） 

・MICE機能を備えた宿泊施設とその収容能力 

・一部インバウンド旅行者のオーバーツー 

 リズム観光地忌避傾向 

脅威（Threat） 

・大阪市内や有名観光地の魅力 

・日本各都市プロモーションとの差別化 

・観光スポットへの往復移動を担保する 

 公共交通の存在 

・地域事業者の高齢化 

・次世代の担い手不足 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

訪日インバウンド旅行者 

１．アジア地域： 

    台湾、香港、中国、シンガポール、タイ、インドネシア、フィリピンのファミリー層 

２. 欧米豪： 

    日本の伝統や文化、知らない土地や地方の日常生活に関心を持つカップルや一人旅層 

○選定の理由 

泉佐野市は、関西空港がある訪日旅行のゲート都市であり、インバウンドの流入に注目している。 

泉佐野駅、りんくうタウン駅、関西空港駅、日根野駅（犬鳴山温泉）に至近の宿泊施設も多数存在 

し、収容能力も大きい。宿泊者数の増加が地域観光消費額に大きく貢献できると考えるため。 

○取組方針 

自社で収集した顧客データを分析し、国籍ニーズにあった商品提供やおもてなしプランを企画し、 

提供していく。 

○ターゲット層  

MICEニーズのある国内法人顧客 

○選定の理由 

泉佐野市が MICE誘致を重要戦略と掲げているため。 

○取組方針 

市内での MICE開催を支援する開催助成金の設定 

近隣 DMOとの連携による MI用プログラムの開発 

「IZUMISANOやきそば EXPO」等の受託イベントの運営による MICE運営リテラシーの獲得 

○ターゲット層  

泉佐野市民を中心とした関西圏居住者 

○選定の理由 

泉佐野市から地域ポイント運営事業を受託している。 

DMOの観光地マーケティングの目指すところが、地域住民満足度の向上であること。 

○取組方針 

地域通貨ポイント「さのぽ」の運営事業 

昨年で第 10回目となった飲み歩きの自主イベント「泉佐野長者バル」の主催 

 

  



様式１ 

16 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 泉佐野市が観光で目指す姿 

 

「どこよりも触れ合い、認め合い、繋がり合えるまち」 

日本一体温のある国際都市 

 

②コンセプトの考え方 関西国際空港のある泉佐野市は訪日旅行のゲート都市であり、自ずと多く 

の外国人が集まります。泉佐野市は、お互いに違う価値観を認識するだけ 

でなく、触れ合い、認め合い、繋がり合える街づくりを目指す、本当の意 

味での「多様性」と「可能性」があふれる街です。その出会いは、旅行者 

にこの町の素晴らしさを伝え、地域住民には世界の広さ、深さと面白さ、 

そして自分たちの広がる可能性を教えてくれます。 

１＋１が１０にも１００にもなることを信じて、泉佐野市の観光はもう 

一度、はじめの一歩を踏み出します。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会は会長（代表理事）が

理事会を主催し、副会長（理事）が以下の事業部会を主管している。 

 

1. MICE誘致事業部（年２回） 

2. 観光誘客事業部（年８回） 

3. シビックモール事業部（毎月） 

 

事業部会により、戦略の構築や意思決定において、地域の多様な関係者

が包含される仕組みが構築されている。 

 

観光誘客事業部では、KPIの進捗確認とあわせて PDCAサイクルを回し、

その時々の観光誘客に関する課題について議論をしている。 

DMO戦略についての議論は当部会でとりまとめ、報告、協議、審議案件

として、上位会議体である理事会に上程する流れとなっている。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

現時点では、当協議会以外の事業者に向けたサービスについての維持・ 

向上・評価する仕組みや体制はない。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

・観光案内所のまち処運営 

・SNS告知キャンペーンの実施 

・大阪観光局のアプリ「Discover OSAKA」を活用し、泉佐野市観光協会 

 と当協議会の HP上の掲載情報を整理する。 

・HPのプロモーションツールとして役割を明確にし、より効果的な 

 Webマーケティングの実現が課題 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も

記入すること。 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

関西空港の対岸都市という地域特性から、来訪者満足度やリピーター率の必須ＫＰＩ数値は、訪日イ 

ンバウンド旅行者データを基本と考える。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

2023年度に入手できた、大阪府以外の居住者の観光関連消費の単価に延べ宿泊者数を乗じて算出。 

訪日・国内旅行者全体の旅行消費額を算出 

 

●延べ宿泊者数 

泉佐野市の公開データを活用 

 

●来訪者満足度 

●リピーター率 

必須 KPIかつ泉佐野市からの受託事業である観光案内所運営の仕様書にも含まれている。 

インバウンド旅行者とのリアルコミュニケーションが可能なタッチポイントの特性を生かしてデータ 

の収集に努める。ただ、その集めたデータをどのように生かすかが観光地マーケティングにおいて 

は最も重要であり、その収集目的を明確にする議論を、関係者間で行う。 

 

  

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

      58,237 101,934   107,874 115,574 

（32,905） （37,742） （43,217） （89,060） （95,000） (102,700） 

実

績 

  68,845 
   

（758） （2,863） 43,740 

●延べ宿泊者数 

（万人） 

目

標 

179   188 197 206 212 218 

（130） （135） （140） （146） （152） （158） 

実

績 

51 92 189 
   

（5） （15） （72） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

80.0 83.0 86.1 - - - 

（80.0） （83.0） （86.1） （89.3） （92.6） （92.0） 

実

績 

79.2 73.5 - 
   

（-） （-） （89.7） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

13.0 17.0 20.0 - - - 

（13.0） （17.0） （20.0） （23.5） （27.6） （30.0） 

実

績 

82.7   67.7 - 
   

（-） （-） （19.4） 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

2021年度の目標数値はコロナ禍以前に設定された目標数値であり、実績もその目標に対して大きく 

乖離した。2022年度末に外国人入国者の水際規制が解除され、2023年はコロナ前の数値に近づく実 

績が残せたので、その実績をベースとした 2024年度以降の目標数値を再設定した。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●HPアクセス状況・外国人ユーザー数 

Webマーケティングの主要チャネルである自社 HPのページビュー数と訪日インバウンド顧客ターゲ 

ットになりうる外国人ユーザー数を把握する。Google Analyticsを活用。 

 

●MICE開催回数 

泉佐野市の主要戦略である MICE誘致実績の把握 

 

●観光案内所利用者数 

リアルマーケティングデータの重要な取得場所である観光案内所にて、インバウンド顧客へのホス 

ピタリティ提供、必須 KPI データの取得と合わせて収集する。 
 

●着地型ツアー参加人数 

2023年度から viatorや GetYourGuideといった OTAを通じて、インバウンド顧客向けの着地型体験ツ

アーの販売を開始した。自主事業と自主財源の確保のための重要戦略を KPIとして設定 

 

 

  

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●HPアクセス 

状況（回） 
※下段（ ）は外国

人ユーザー数（人） 

目

標 

30,000 32,000 34,000 150,000 200,000 300,000 

（ ） （ ） （ ） (5,000) (10,000) (15,000) 

実

績 

39,058 104,747 122,781 
   

(574) (1,250) (2,249) 

●MICE開催回数 

（回） 

目

標 

30 33 35 37 50 55 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

7 18 46 
   

（ ） （ ） （ ） 

●観光案内所利

用者数 

（人） 

目

標 

165,000 170,000 175,000 176,000 179,600 186,800 

(130,000) (140,000) (150,000) (90,000) (95,000) (100,000) 

実

績 

25,000 62,496 128,167 
   

(4,000) (13,738) (84,943) 

●着地型ツアー

参加人数 

（人） 

目

標 

628 660 670 200 300 400 

（150） （180） （190） （100） （200） (300) 

実

績 

420 239 206 
   

（ 5） （ 0） （55） 



様式１ 

19 

 

 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

136,427（千円） 【国からの補助金】                5,662 

【市町村からの受託事業】           112,642 

【市町村からの補助金】              1,490 

【収益事業】                  15,720 

【会費】                       913 

（千円） 

2022（Ｒ４） 

年度 

147,929（千円） 【国からの補助金】                8,841 

【市町村からの受託事業】           116,432 

【市町村からの補助金】                558 

【収益事業】                  21,213 

【会費】                       885 

（千円） 

2023（Ｒ５） 

年度 

197,275（千円） 【国からの補助金】                7,737 

【市町村からの受託事業】           154,132 

【市町村からの補助金】                584 

【収益事業】                  34,022 

【会費】                       800 

（千円） 

2024（Ｒ６） 

年度 

149,828（千円） 【国からの補助金】                    0 

【市町村からの受託事業】           121,648 

【市町村からの補助金】                  0 

【収益事業】                  27,320 

【会費】                       860 

（円） 

2025（Ｒ７） 

年度 

179,900（千円） 【国からの補助金】                5,000 

【市町村からの受託事業】           120,000 

【市町村からの補助金】                  0 

【収益事業】                  45,000 

【会費】                       900 

（円） 

2026（Ｒ８） 

年度 

176,000（千円） 【国からの補助金】                5,000 

【市町村からの受託事業】           120,000 

【市町村からの補助金】                  0 

【収益事業】                  50,000 

【会費】                      1,000 

（円） 

 

  

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
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（２）支出 
年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

120,950（千円） 

 

【事業原価】                  9,207 

【プロモーション】                8,308 

【その他事費】                103,435 

（千円） 

2022（Ｒ４） 

年度 

127,775（千円） 【事業原価】                  19,697 

【プロモーション】                8,204 

【その他事費】                 99,874 

（千円） 

2023（Ｒ５） 

年度 

169,744（千円） 【一般管理費】                 1,946 

【公益目的事業】               135,900 

【自主収益事業】                22,297 

【観光庁採択事業】               9,601 

（千円） 

2024（Ｒ６） 

年度 

136,458（千円） 【一般管理費】                 3,521  

【公益目的事業】               117,675 

【自主収益事業】                15,262 

【観光庁採択事業】                   0 

（千円） 

2025（Ｒ７） 

年度 

135,000（千円） 【一般管理費】                 3,000 

【公益目的事業】               100,000 

【自主収益事業】                27,000 

【観光庁採択事業】                5,000 

（千円） 

2026（Ｒ８） 

年度 

133,000（千円） 【一般管理費】                 3,000 

【公益目的事業】                90,000 

【自主収益事業】                35,000 

【観光庁採択事業】                5,000    

（千円） 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
今年度から自主財源比率を定めて、主力の手荷物預かり事業のほかに、物産品販売事業、訪日インバ

ウンド顧客向けサンプリング等のプロモーション事業、両替・トイカプセル・SIMカードの自動販売

機事業、自社造成した着地型商品の販売事業の拡大に取り組んでいる。 

それぞれの事業において、定量的目標と KPIを設定し PDCAを回している。その他、自主ＭＩＣＥ案

件や地域ポイントカード事業における運営資金確保手段も視野に入れ、市の受託事業に頼りきりにな

らない、自立と自走を目指した事業運営に取り組む。 
 

８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

泉佐野市は、地域ⅮⅯＯである一般社団法人泉佐野シティプロモーション推進協議会とともに、 

地域の観光振興に資する取組みを推進していく。 

関西国際空港に近接し、インバウンドが数多く宿泊・行き来する本市の強みを活かし、当該ＤＭＯ 

法人とともにデータを駆使した観光地経営に取組んでいく。 
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９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

泉佐野市は、地域連携 DMO の「一般社団法人 KIX泉州ツーリズムビューロー」が管轄する地域に含ま

れている。定期的な会議体は存在しないものの、日常業務の中で連携することは多々あり、DMO間の

連携は強化されている。 

【区域が重複する背景】 

大阪南部の「泉州」地域に、泉佐野市の地域 DMOと地域連携 DMOが存在するため 

【重複区域における、それぞれの DMOの役割分担について】 

泉佐野市の地域 DMOである当協議会が、商品販売やプロモーション等の顧客接点の第一線に立ち、地

域周遊促進や後方支援的な役割として KIX泉州ツーリズムビューローが、SNS や Webプロモーション

等でサポートいただいている。 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

当協議会の着地型商品事業者を、フォロワー数の多い KIX泉州がプロモーションしている。 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 根田 健一 

担当部署名（役職） 事務局次長 兼観光誘客事業部マネージャー 

郵便番号 598-0007 

所在地 大阪府泉佐野市上町 3丁目 8－12 泉佐野まち処 2階 

電話番号（直通） 072-461-0005 

ＦＡＸ番号 072-461-0006 

Ｅ－ｍａｉｌ k_konda@icp-japan.or.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 大阪府泉佐野市 

担当者氏名 木ノ元 誠 

担当部署名（役職） 生活産業部 

郵便番号 598-0007 

所在地 大阪府泉佐野市上町 3丁目 11－48 

電話番号（直通） 072-469-3131 

 072-463-1827 

Ｅ－ｍａｉｌ m.kinomoto@city-izumisano.com 

 

mailto:k_konda@icp-japan.or.jp
mailto:m.kinomoto@city-izumisano.com


【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
大阪府泉佐野市
【設立時期】 ２０１５年３月２３日
【設立経緯】
区域に観光協会があるが、役割分担等をした上でＤＭＯを新設
【代表者】  河原 千晶（代表理事）
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 根田 健一
【財務責任者（ＣＦＯ）】 森川 武
【職員数】 ２５人（常勤２５人（正職員２１人・出向等４人）
【主な収入】
収益事業 ３４百万円、委託事業 １５４百万円 （令和５年度決算）
【総支出】
事業費  １６８百万円、一般管理費 ２百万円  （令和５年度決算）
【連携する主な事業者】
泉佐野市、（公財）大阪観光局、（一社）KIX泉州ツーリズムビューロー、
関西国際空港宿泊事業者ネットワーク、泉佐野商工会議所、
関西エアポート㈱、南海電気鉄道㈱、大阪観光大学ほか

項目
2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

2026
(R8)年

旅行
消費額

(百万円)

目標
58,237   101,934 107,874 115,574

( 32,905) ( 37,742 ) (43,217) (89,060) (95,000) (102,700)

実績
- - 68,845

- - -
(758) (2,863) (43,740)

延べ
宿泊者数

(万人)

目標
179 188 197 206 212 218

( 130) (135) (140) (146) (152) (158)

実績
51 92 189

- - -
(5) (15) (72)

来訪者
満足度

(％)

目標
80.0 83.0 86.1 - - -

(80.0) (83.0) ( 86.1) (89.3) (92.6) (92.0)

実績
79.2 73.5 -

- - -
(-) (-) (89.7)

リピーター率
(％)

目標
13.0 17.0        20.0 - - -

(13.0) (17.0) (20.0) (23.5) (27.6) (30.0)

実績
82.7 67.7 -

- - -
(-) (-) (19.4)

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日：令和６年（２０２４年） ７月 ２２日

【主なターゲット】
1. 訪日インバウンド旅行者
2. MICEニーズのある国内法人顧客
3. 泉佐野市民を中心とした関西圏居住者

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
販売コンテンツの拡充による自主事業拡大と
自主財源の確保

【観光地域づくりのコンセプト】
どこよりも触れ合い、認め合い、繋がり合えるまち
日本一体温のある国際都市

【実施した自主事業】
１．icpトラベルブランドの商品企画と販売開始

viatorやGetyourguideによる着地型商品の販売
２．観光案内所「まち処」を拠点として販売活動
    物産品販売、手荷物預かり、カプセルトイやSIMカードの自動販売機
３．自主イベント「第10回泉佐野長者バル」の主催
令和６年３月１，２日に市内飲食店をめぐる自主イベントの主催

【採択された観光庁事業】
１．観光コンテンツ造成支援事業
２．観光地域づくり法人の体制強化事業（外部専門人材事業）
３．観光再始動事業

（登録）【地域ＤＭＯ】 一般社団法人泉佐野シティプロモーション推進協議会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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